
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８６日間の長い２学期が終了しました。降雪を迎えたここ数日の冬景色をながめながら、あの

猛暑の時期からの学校生活を振り返っていました。様々なご心配をおかけしたところもあった

かと思いますが、保護者の皆様をはじめ、多くの方々からのご支援、ご協力を賜り、まずは２学

期を終了できたことに感謝申し上げます。 

 さて、学校では、保護者の皆様から承諾をいただき、学

校生活の様々な場面で写真を撮らせていただいておりま

す。２学期に撮られた写真をながめていると、明るい笑顔

とともに、真剣な顔、必死な顔も出てきます。私はそうし

た写真に目が留まり心が動かされます。何事にも誠実に、

精一杯取り組んでいる姿が尊いと思っているからです。右

の写真は、そのような場面の１枚です。算数の問題をグル

ープで真剣に考えていました。他のグループでも同じような姿がありました。 

２学期中のおぐにっ子たちの頑張りに大きな拍手を送ります。３学期も、子どもたちのよい姿

がたくさん見られるよう努めてまいります。引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

１２月８日（金）に６年生の学習発表会が行われました。学年ごとに行ってきた学習発表会の

最後です。６年生は、白い森学習として取り組んだ修学旅行のことと、「小国みらいプロジェク

ト」と題した探究学習のまとめを１１グループに分かれて発表しました。聞き手側がグループを

選び、発表は一斉に始まります。そして、この流れが３回繰り返されます。これまでにない発表

方法で、保護者の方々と５年生へが第一部、１年生から４年生へが第二部という構成でした。 

 今回の学習に関わっては、小国町職員の方々をはじめ、地域の多くの方々にもお世話になりま

した。小国町の未来につながる価値ある探究学習でした。６年生の皆さん、お疲れさまでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小国町立小国小学校 学校だより 

 

令和 5年１２月 22日（金）発行 第１7号   校 長 浅 井  和 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
       

８日（月） ㊗成人の日 

９日（火） ３学期始業式、特別日課 

１０日（水） 生活リズム週間（～16日） 

１２日（金） 避難訓練、一斉下校 

１６日（火） スキー教室（２・５年生） 

１７日（水） スキー教室（１・４年生） 
※ １年生はグラウンド 

 

１８日（木） スキー教室（３・６年生） 

１９日（金） 委員会活動 

２３日（火） スキー教室（２・５年生） 

２４日（水） スキー教室（１・４年生） 

２５日（木） スキー教室（３・６年生） 
        ※ ６年生は午前・午後とも 

第３回学校運営協議会 

３０日（火） スキー授業（２・５年生） 

３１日（水） 読み聞かせ（１・４年生） 

～ 西置賜地区読書感想画コンクール ～   ※ 敬称省略 

   ＜入 選＞  ５年 佐藤 奏人 
 

～ 税に関する絵はがきコンクール  ～               
   ＜優秀賞＞  ６年 髙橋  結 
 

～ 全国児童自然体験絵画コンテスト  ～ 

＜佳 作＞  ２年 小幡 敏資 
 

～ 2023冬期錬成大会（全日本総合空手協会） ～ 
   ＜優勝：初心 小学５～６年女子 無差別＞  ５年 佐藤 あこ 

🎊 おめでとう! 

 

 

 

 12 月 15 日(金)に創立記念式を行いました。17

日の創立記念日が日曜日のためです。式辞では、

本校のはじまりに関わる上杉家との話や統合され

た学校の校章について取り上げたところです。そ

れぞれの学校の歴史と伝統も引き継いでいるこ

と、そして、その良さを未来に渡すことが私たち

の義務と責任であることを伝えました。 

 さて、以下にあるのは、その統合された学校の

校章です。懐かしい校章、知っている校章はおあ

りでしょうか。さて、小国小の校章は…。 

1月の行事予定 

 

 

 

 

「年賀状大作戦」と題した小中合同のボ

ランティア活動が 12 月 15 日(金)のお昼時

間に行われました。中学校の生徒会の企

画・運営ですが、小学校の児童会も参加希

望者（４年生以上）のとりまとめなどで協

力しています。 

 当日は、ランチルームと多目的ホールに

分かれ、小中学生が一緒になって町内高齢

者施設の方々への年賀状作成に取り組みま

した。「心を込めた年賀状を通して、地域の

方々に気持ちよく新年を迎えていただきた

い」ということ 

が、この活動の 

ねらいです。 

小中学生が一 

緒になってもス 

ムーズに活動が 

進められるのは、 

日頃からの小中 

連携の成果であ 

ると感じました。 

きっと喜んでい 

ただけることで 

しょう。お疲れ 

さまでした。 


